


























































































































































































































































































内 容 間^の生と死、軌とを印鎌の影書射ながらも鵬の舶親に基づいて耕きだしたムンクの作品を虹 そ
の狭軌デフォルメ瑚柴を射 る.馳州ムトやシーレの伴晶と比べてみる.,
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4.研究のまとめ
本研究で示したカリキュラムは、アイスナ-の先行理論に基づいて作成した
一例にすぎず、実際の学校現場で有効性を実証する必要がある。 特に題材の臓
序性に基づく時系列化に関しては、美術史的なコンテクストにおいておおよそ
可能であるが、生徒の適応性に基く学年を通した時系列化は、美術や芸術の理
解や創造に関してアイスナ-が挙げていた諸要素に即した調査を行ない、その
総菜を最大限に取り入れる必要がある。 芸術の理解と創造をめざし、綿密に計
画、構造化された美術科教育のカリキュラムによる学習活動は、単なる問題解
決やカタルシスにとどまらない、創造的で美的な表現活動を可能にすることが
考えられる。 学校教育が生徒たちに果たす機能を考えれば、それは一部の才能
ある生徒だけに与えられるだけでは十分ではない。 技法や遊び、表現様式やイ
メージといったさまざまな側面からの芸術との出会い、理解、そして創造の活
動は生徒たちの美的な感性を高め質的な操作の能力を育むことが可能である。
リアリズム芸術や表現主義芸術に留まらない幅広い美術の芸術性の理解は、生
徒たちの芸術的欲求によって中学校の教科としての美術科教育の重要性を再確
認させるのである。
訳注
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